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＜審査結果の要旨＞  

１．主論文について 

 １）研究の概要 

   薬剤経済評価は、様々な臨床試験、データベースを統合するものであるため、これらに含まれ

る不確実性の影響を受けることが考えられる。薬剤経済評価の結論は償還可否などの結論に影響

を与える可能性があり、不確実性の影響を考慮することは重要な課題である。本研究では、薬剤

経済評価における不確実性の影響に関する現状の把握と解決策の提案のため、その原因、対応方

法の整理を行った後、不確実性の評価の現状調査を行った。次いで、既存の評価法における課題

を整理し、その解決策として新たな方法を提案した。この結果、今後国内における評価で不確実

性の評価がより詳細に行われるために、確率的感度分析に関するガイドライン等の整備が望まれ

ることが結論付けられた。さらに、不確実性の評価指標として、現在使用されている Expected 

Value of Perfect Information（EVPI）を改変した EVPIf を新たに提案し、その性質を調べた。

その結果、新規評価指標の EVPIf を追加情報取得のための研究投資の評価に用いる場合に論理

的に正しい結論を導くことを示した。 

 ２）研究方法は、論文のレビューやシミュレーションによるものであり、適切に実施された。倫理

的問題に抵触する内容は含まれていない。また、本論文を構成する論証、論文形式も適切に記載

された。 

 ３）本研究の新規性は薬剤経済評価の不確実性の現状を明らかにし、不確実性についての新規評価

指標を提案した事にあり、今後、保険医療行政において、注目されている薬剤経済評価の堅牢性

に貢献する研究として高く評価できる。特に本論文を構成する英語論文については当該分野の学

術的発展に大きく寄与する可能性が認められる。 

２．口頭試問において著者は適切に応答し、審査員の指摘に対し適切に論文が修正された。 

３．以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（薬学）の学位を授与するに十分な

価値があるものと認めた。 
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